
○ 令和５年度長崎県立小浜高等学校「ふるさと教育」体系図                   

 

外部連携機関 

（行政機関・事務所） 

 長崎県立小浜高等学校 

普通科・総合ビジネス科 １、２、３年  

 外部連携機関 

（大学・専門機関） 

・雲仙市地域振興課 

・小浜温泉旅館組合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《校内組織》 

・ふるさと教育連携協議会 ［委員長］校長 ［副委員長］教頭 

教務主任、進路指導主事、商業科主任、生徒会指導部主任、各学年主任、 

・「総合的な探究の時間」準備検討委員会 

教務主任 教務担当１名 進路指導主事 各学年主任 学年担当各１名 

長崎大学経済学部 

 

 

 

《主な取組み》 

○外部連携機関と連携し、ワールドカフェ形式の話し合い等のワークショップを長期

休業中に実施（生徒会役員および希望生徒対象） 

 ・異世代（地元の方、大学生、中学生）とのワークショップによる地域課題の抽出 

 ・大学の専門家の助言等による地域課題の明確化 

○１、２学年「総合的な探究の時間」に、地域課題解決学習を実施 

・外部連携機関（行政機関・事業所）の講話による、地域産業の特性理解、地域の

課題への問題意識の向上 

・雲仙市産業部観光物産課等の助言による課題の明確化 

・地元企業と連携し、地域課題解決に向けて、グループで協働して解決策を研究 

 ・本校文化祭での研究成果の発表 

 ・小浜高校制作のフリーペーパー「小浜さらん」を活用し、情報を発信 

《成果指標》 

将来ふるさとの発展に貢献したいという意識が高まった生徒の割合    ８５％ 

ワークショップ参加者（中学生・高校生・大学生）の上記意識の向上   ８５％ 

 

 

テーマ 異世代と協力しながら地域振興を図る体験学習を通して得られる人間性の陶冶 

目標 地域の課題を自らのものとしてとらえ、その解決策を、世代を超えて協働的に考え実行する中で、ふるさとへの愛着と誇りを育成し、

将来ふるさとで活躍できる人材を育成する。 

育成したい

資質・能力 

・ふるさとへの愛着と誇り    ・思考力、判断力、表現力、コミュニケーション能力 

・学びに向かう主体性・協働性  ・ふるさとの未来を担う志・リーダーシップ 

連携 

協働 

協働 

連携 


